
持続可能な循環型社会の構築には、植物がもつ機能や能力を効果的に活用することが不可欠です。そのため

には、研究が進んでいる一部の植物だけでなく、非モデル植物や未知の植物の多様な機能や能力を知る必要

があります。筑波大学の強みである野生生物や非モデル生物の先端研究を基盤として、多種多様な植物固有

の機能や能力を発掘し、未来の持続可能で安心安全な循環型社会の実現に向けて貢献します。

領域の概要

植物 X 循環 領域
持続可能な循環型社会へ

P la n t  X  C i r c u l a t i o n  →  S u s t a i n a b le  C i r cu l a r  S o c ie t y  |   T r a n s f o r m a t io n  C o n n e ct

持続可能社会のインフラである森林を対象に、
土壌圏から多様な生物群を含めた森林生態系の
価値と機能を科学的に見える化する。そのうえ
で、その価値を高め劣化を防ぐ管理を設計し、
社会に実装する。さらに激化する環境変動に対
する森林生態系の応答を解明し、将来予測に基
づく理想の森を描く。

地球上の生命維持の
根幹である光合成基
盤（植物）を対象に、
生命を支える水・酸
素・栄養の循環メカ
ニズムを科学的に解
明し、食料資源の価
値を見える化する。
遺伝子機能解析技術
とフィールド研究を
融合させることで、
環境変動に強い植物
の機能解明および作
出を行い、人々の
well-beingに貢献す
る持続可能な食料供
給システムを確立す
る。

光合成生物である植物・大型藻類・微細藻類（植物プランク
トン）による、従来のCO2を原料とした有用物質生産（カー
ボントランスフォーメーション）に加え、副産物として生じ
る分泌有機物の積極的な難分解性有機物への変換・貯留
（カーボンシンク）を同時に達成し、豊かな暮らしと気候変
動抑制を実現する炭素再生社会を確立する。

循環る
森

ま わ

再生る
炭素

め ぐ

つ づ

持続く
食

持続する
循環型社会

ミッション

・多様な野生植物の生
態や自然界における

役割を明らかにする
研究を主導する。

・多様な野生植物の機

能の中から未来社会
に役立つ機能を見出
し、持続可能な循環

型社会の構築に貢献
するイノベーション
を創出する。

領域メンバー
・循環る森
廣田充、浅野眞希、増本翔太

奈佐原健郎、山路恵子、
石田健一郎、上條隆志

・再生る炭素

前田義昌、大森裕子、木下奈都子
中川明子、平川泰久、鈴木石根
市川創作、石田健一郎

・持続く食
三浦謙治、福田直也、壽崎拓哉
柴博史、草野都、松倉千昭

野中聡子、吉岡洋輔、王寧

最近のプレスリリースから

ゲノム編集により高糖度・高GABA・
高ビタミンCのトマトを作出

遺伝情報を含まない塩基配列「イントロン」

に富んだ真核ゲノムを発見

エタノール噴霧によりトマトの耐暑性と

糖度が向上する

木本と草本の個体呼吸と重量の

スケーリング式の違いが明らかに

レタスにおいて遺伝子組換えタンパク質の

発現量を向上させる方法を確立

植物と窒素固定細菌の根粒共生を制御する

マスター因子の分子進化を解明
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